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III：栄養・食事管理

たんぱく質は，推奨量以上で％エネルギー 20％未満の範囲で利用者特性に応じ
て設定する．

④  食事の種類ごとにビタミン・ミネラルなどの食事摂取基準を確認し，おのおの
で幅を設定する．推定平均必要量（EAR）から耐容上限量（UL）の間であって，
できる限り推奨量（RDA）や目標量（DG）を目指す．

「日本人の食事摂取基準（2010年度版）」を活用しての具体的な作成方法を以下に
示す．

  事例  　施設は，北関東に製造工場をもつ 180名の勤労者（18歳から 59歳）で
構成している小企業の給食である．大部分の従業員は自動車通勤である．給与栄
養目標量を計算してみよう．

  手順 1  　利用者の特性のアセスメント
利用者の性，年齢，身長，体重，身体活動レベルを把握する．

  手順 2  　推定エネルギー必要量の算出
推定エネルギー必要量は，栄養アセスメントにより得られた性，年齢，体重および
身体活動レベルをもとに，「日本人の食事摂取基準」により求める（図 III-2）．
  手順 3  　給与エネルギー目標量の設定
給与エネルギー目標量を設定する．各階級の推定エネルギー必要量の級間隔を

100 kcal程度にして分布を確認し，少ないほうから 400 kcalを目安に区分して各区
分の中央の値± 200 kcalを給与エネルギー目標量とする（図 III-2）．
当該給食施設の調理システムから，3種類の目標を設定することで，利用者の推定
エネルギー必要量を満足させることができる．利用者の人員構成表と給与エネルギー
目標量を表 III-1に示した．
  手順 4  　たんぱく質の給与目標量の設定
たんぱく質の給与目標量の範囲は，下限値に推奨量（RDA），上限値に％エネルギ
ーで 20％未満を用いる（図 III-3）．ただし，体重 1 kg当たり 2 gを超えないように
設定する．

図 III-2● 推定エネルギー必要量の分布と複数の給与エネルギー目標量の
設定
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